
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香りのある植物シリーズ、最後はニオイヒバです。ニオイヒバはその名の通り鱗片状の葉

をもむと香水のような芳香があり、葉がヒバやヒノキに似ていることから付けられた名で、

香水ヒノキと呼ばれることもあります。英名では

ノーザンホワイトシーダ－と呼ばれ、アメリカ東

北部からカナダの東南部にかけて分布する常緑の

高木種で、樹高 20ｍに達します。触ると良い香

りがするので庭園樹として多く植えられており、

日本には明治の中頃導入され、特に緯度が自生地

に近い東北、北海道に多く植栽されました。刈り

込みに強く枯れあがりが少なく、防風効果が大き

いことなどから生垣や防風垣として公園や校庭な

どに多く植えられ身近な存在となっています。中でも国有林、道有林などの苗畑の防風垣と

して植栽され、効果を発揮しましたが、苗木生産が終わり生垣だけが残っているのがあちこ

ちに見られます。 

ニオイヒバには日本産のヒノキと同じくらいの

精油（エッセンシャルオイル）が含まれていま

す。これらは抗真菌作用があり、イボや皮膚の感

染症治療や利尿、鎮静作用などの薬効成分が含ま

れており医薬品や化粧品などに利用されていま

す。古くは 16 世紀はじめにフランスの探検隊が

北米のセントローレンス川を発見した際、壊血病

になった隊員が、現地のインディアンが作ってく

れたニオイヒバの枝葉の煎汁を飲んで元気になっ

たといわれ、フランスにニオイヒバを持ち帰ると王様から「生命の木」の名を与えられたと

伝えられているそうです。 

 ニオイヒバは多くの園芸品種が作出されており、濃い緑色の葉が美しい‘スマラフト’は 

‘エメラルド’の名で早くから流通し、葉先が黄金色の葉色が美しい品種‘ヨーロッパゴ－

ルド’、樹高 1.5ｍ程の球形樹形になる矮性品種‘グロボサ’、樹高 2ｍくらいで刈り込み

に耐え庭植えに人気な‘ラインゴルト’は‘ラインゴールド’の名で流通するなど、先のコ

ニファーブームにのって多くの庭や公園などに植えられています。ニオイヒバの増殖には、

大量に必要な場合は実生で、少ない場合は挿し木が容易で早く大きくなるのでおすすめです。    
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A 連作障害の主な原因  

連作障害といわれるものは、①毎年同じ病気の発生、②生理障害、③畑の劣化による生育不良などがあ

り、原因は一つの作物を作り続けたとき、畑の堆肥が分解されて不足し地力が低下したとき、肥料の過剰施

用で肥料バランスが崩れたときなどがあります。 

 連作の場合：一枚の畑に毎年同じ野菜を作り続けると、土に病原菌が増え土壌病害が出やすくなります。 

 肥料が多い場合：適正量より肥料を多く施用すると肥料バランスが崩れ、野菜に養分の過剰症・欠乏症な

ど生理障害の発生が多くなります。 

 堆肥不足が原因の場合：堆肥を追加施用しないで連作すると、畑の堆肥は分解して有機物が減るため土は

締まり、空気や水の通りが悪くなります。そうすると植物の生育を助ける共生菌が減り、病原菌が増え病気

主体の連作障害が多くなります。 

 ＊堆肥を施用しないで、肥料をたくさん施用すると連作障害は早くでます。 

 対策 

① 多種の野菜を栽培すると肥料もバランス良く吸収され、土中の菌も多様になります。 
② 肥料は適正量を保ち、肥料・土壌菌のバランスを適正に保つようにします。 
③ 堆肥を毎年 2kg/㎡施用すると、土中の有機物を豊かにし、土壌微生物の種類・量が増え、土はやわら

かく空気、水の通りが良くなります。 

＊上記の 3項目を実施すると生理障害、土壌病害の発生は少なくなります。 

 

３月の園芸作業 
 
 

 

       

 

ここに記載した以外の作業も沢山ありますので 

ご不明な点は緑の相談までお気軽にお問合せください。 

園芸Q＆A 

Q 野菜の育ちが悪くなってきましたが連作障害ですか？ 

緑の相談受付 10:00～12:00 13:00～16:00 

☆豊平公園   811-9370 月曜以外毎日 （月祝日の場合は、翌平日が休み） 

※平岡樹芸センター・百合が原公園は冬期間相談受付しておりません。 

 

上旬 中旬 下旬
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・種まき
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植替え

潅水

整枝・剪定
後の晩秋に行う）。

低温にして水を切っていた鉢は暖かいところに移し、徐々に水を与える。
観

葉

植

物

潅水 各種類とも成長が目立ち、鉢土の乾燥も早まるので、乾いたら潅水。

日差しが強くなりはじめるので、半日陰を好む植物はレースのカーテン越し等に移す。置き場所

作 業 時 期
作業内容

屋
外
園
芸

庭
木
花
木

ナナカマド、コブシ、モクレン等、必要に応じて樹冠内に日が射し込むように剪定。サ
クラ、ヤマボウシ、ナツツバキ等は必要に応じて早めに剪定する。花芽に注意。

中低木の雪割り

野
菜

野菜の種類に合わせて用土を準備し、種まきトレイに種をまく。種類により発芽温度が
異なるので、必要な温度を守る。用土に肥料分は入れない。

インパチェンス・コリウス・サルビア等の一年草の種まき・発芽温度20～25℃必要。

融雪で起こる雪の沈下によって、下枝が折れたり裂けたりするのを防ぐ。

果
樹

ウメ、モモ、リンゴ、ナシ、スモモ、サクランボ等を剪定する（ブドウ、キウイは落葉

病害虫予防
マシン油乳剤（10日後に殺菌剤散布が必要）・石灰硫黄合剤等の散布。各樹種により
萌芽時期が若干ズレるので、芽が動き出す前の適期に適量を散布する。
※朝の風のない時間に散布。

整枝・剪定

室
内
園
芸

鉢
花

3月下旬になると気温も上がり、根の生長も活発になるので、生育が始まった株から順
次植替えを行う。

花後の管理
アザレア・ツバキ等の他、ゼラニウム・カランコエ等は開花後にひ弱で徒長した新梢や
茎が伸びるので、切り戻しを行い整姿する。

潅水 鉢土の乾燥が早くなるので、乾いたら潅水する。受皿には水を溜めない。

洋
ラ
ン

植替え コチョウラン、シンビジウム、カトレア等は花後に花茎を切り落とし、植え替える。

施肥・潅水 新芽・新葉の伸びてきた株には充分に与え、成長を促す。

サ
ボ
テ
ン

植替え
シャコバサボテンは10℃位の低温に置き、新芽が動いたら植え替えて暖かい場所へ。
植替え後の潅水は4～5日過ぎてから、たっぷりと。





    

イベント情報（3月～4月） 


